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要約
　企業は、国際市場での経験の違いや、展開している活動の違いなどに応じて、それ
ぞれに異なるマーケティング戦略を形成している。そして、経験を重ねていく中で、
知識を蓄積し、成長していく。そのため、これまでの国際マーケティング戦略研究は、
進化論的な視点で行われることが多かった。
　加えて、企業の活動する国々の環境（例えば、文化、法制度、経済、政治など）に
依存し、国際市場という舞台で国内外の競合企業と競争を展開しなければならないた
め、企業規模の大きい大企業が研究対象とされることが多かった。地域の中小規模企
業は国内市場でのビジネスが中心であり、中小規模企業が直接投資することは非常に
困難であるとされた。
　しかしながら、ICTの世界的普及や国際的ビジネス経験を有する経営者の増加など
の理由により、経営資源を多く持たないベンチャー企業や中小規模企業においても国
際ビジネスを行う機会を得ることが可能となっている。
　このような環境下で登場したのがボーングローバル企業である。ボーングローバル
企業は、その名の通り「生まれながらのグローバル企業」である。
　本研究は、近年国際ビジネスにおいて注目を集めているボーングローバル企業
（Born Global Company）の国際化について国際的起業家精神志向の視点から先行研
究を考察し、これからの中小規模企業の国際化との関連性について論じることを目的
とする。
　キーワード：ボーングローバル企業、国際化、国際的起業家精神志向、
　　　　　　　国際経験、中小企業国際化
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１．はじめに
　国内中小企業の多くは、これまで国内顧客に売り上げの多くを依存し、事業活
動の地理的範囲においても国内市場に限定してきた。人口減少に伴うや新興国市
場の拡大による国内市場の縮小が懸念されている。このような経営環境の変化に
直面し、対応を余儀なくされている中小企業においては、廃業を選択する経営者
も少なくない。
　地方都市においてはさらに深刻である。人口減少はさることながら、若年者人
口の減少の勢いは増すばかりである。市場縮小による需要の減少と若年者人口の
減少による労働力人口減少は企業にとって死活問題となっている。その一方で、
海外市場を視野に入れた事業展開への転換を志向し、事業規模拡大を実現した中
小企業も存在する。このような中で、近年注目されているのが、ボーングローバ
ル企業である。ボーングローバル企業は、その名の通り「生まれながらのグロー
バル企業」である。
　企業の国際化研究においては、これまで、潤沢な経営資源を有する大企業の多
国籍化を中心にその海外展開プロセスが論じられてきた。代表的な研究としてウ
プサラモデル（Johanson and Vahlne,1977,1990他）１があげられる。ウプサラモデ
ルによれば、企業は時間をかけて学習・経験を蓄積し、間接輸出、直接輸出、海
外販売子会社設立、海外生産、研究開発活動の移転を行うとしている。　その一方
で、国際マーケティング研究においては、国を超えて海外でマーケティングを行
う際に、標準化戦略をとるか現地適応化戦略をとるかの議論が中心となっていた。
　しかし、1980年代後半以降、多くのベンチャー企業２が国内市場での優位性を獲
得する以前に、海外市場に参入する事例がみられるようになった。このような現
象を踏まえ、従来の段階的アプローチに限界があることが指摘され、ボーング
ローバル企業が注目されるようになったのである。ボーングローバル企業の特徴
として、起業から間もなく海外市場を目指す（複数国に進出）、海外投資経験がな
いにもかかわらず、国際合弁会社を設立するということがあげられる。また、こ
れまでにない新しい形の企業の国際化が増加した背景には、輸送やコミュニケー
ションの技術の進展、留学などの国際経験を積んだ人の増加、市場のグローバル
化が急速な進展などが考えられている３。
　本研究では、ボーングローバル企業研究についての歴史的経緯とこれまでの国
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際化プロセス理論との違いについて述べたうえで、中小企業の国際化の可能性に
ついて論じることとする。
２．ボーングローバル企業研究の概要
　ボーングローバル企業とは、その名の通り「生まれながらのグローバル企業」
のことである。1993年にマッキンゼー社の社内報４で高付加価値品を製造する
オーストラリア系ベンチャーの輸出にボーングローバル現象と名付けたのが始ま
りといわれている。
　McDougalとOviatt(1994)５によれば、創業当初から急速に国際化するスタート
アップスやベンチャーに関して「ニュー・ベンチャー」と呼び、議論されるよう
になったのもこの時期である。ボーングローバル企業は様々な視点で定義づけら
れている。例えば、創業から国際化されるまでの期間について、これまでの研究
によると、創業直後から数年程度とかなりのばらつきもみられる６。
　また、ボーングローバル現象について、ベンチャー企業論や起業家精神論など
からも論じられており、国際経営論における議論も盛んである。
　近年では、ボーングローバル企業の定義としてMcDougalとOviatt（1994）７に
よる「設立当初より、複数の国における資源の活用と産出物の販売から競争優位
を構築しようとする企業」がよく用いられてきている。
　我が国においても、ボーングローバル企業研究が注目されている８。藤沢
（2005）は、ボーングローバル企業が急送した時期や原因、業種類型、戦略特性を
提示し、これまでの漸次的国際化との差異を明らかにした。
　中村（2013）は、ボーングローバル企業の特徴は早期国際化プロセスと持続的
競争優位性にあり、企業の国際化を漸進的・連続的・段階的に説明する伝統的な
国際化理論（貿易論や海外直接投資論）では、その急速で段階を踏まない国際化
プロセスを説明できないため、伝統的な理論に代わる新しい国際化理論が必要で
あるとしたうえで、あえて、従来の貿易論や海外直接投資論への適用可能性につ
いて検討している。
　平成27年度情報通信白書９によれば、「ボーングローバル企業は、ベンチャー・
中小企業、ハイテク系スタートアップ、そしていわゆるグローバル企業のそれぞ
れの要素を併せ持つ形態といえる。ベンチャー・中小企業とは、事業が小規模で
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あることと大企業と比べると資源が限定的である点で類似性がある。また、先端
的な技術をシーズとする革新的な新規創業企業である点でハイテク系スタート
アップと類似している。さらに、グローバル市場で互いに競合している点でグ
ローバル企業と類似している。ボーングローバル企業は、これらの要素が組み合
わさることで、起ボーングローバル術供与、現地生産やR&Dといった国際的事業
活動を開始でき、伝統的な国際化プロセスでは蓄積できなかった持続可能な競争
優位性を有するものと考えられる。」と説明されている。
　ボーングローバル企業が出現した背景をみると、今日のグローバル化の進行、
ICTの進展（特にインターネットの急速な発展）、国際ネットワークの発展などの
要因が大きく関わっている。しかし、これらの要因だけでなく、豊富な国際的経
験と知識を持ち起業家精神の旺盛な多数の起業家の出現も重要であると考えるこ
とができる。
　そして、ボーングローバル企業が大規模な多国籍企業と対等に競争できる理由
の1つとして、最適な事業パートナーを世界中から見つけ出し、そうしたパート
ナーと戦略的に連携することで必要な技術力と規模の経済を手に入れ、同時にそ
の規模の小ささを強みとして、機動力の高さを発揮していることがあげられる。
創業初期から世界的な価値連鎖を構築し、世界最良のパートナー達と協業する。
それにより競争の激しい市場で新しい事業モデルを短期間で立ち上げ、競争優位
を手に入れる。これにより大規模な多国籍企業との競争に打ち勝ち、短期間で急
成長する事例が多い。
　これはオープン・イノベーションの議論と重なる部分もある。「社内だけではな
く社外」、そして「国内だけではなく世界中」、これにより創業間もない小規模な
企業でも、必要な経営資源を短期間で手に入れ、急速な成長を実現できる可能性
があると考えることができる。
　ボーングローバル企業は、ベンチービジネスとして創業期から国際化プロセス
が始まるため、これまでそのような零細・中小企業の国際化・グローバル化は企
業の国際化プロセス論において対象外であったといえる。伝統的な企業の国際化
プロセスでは、国内で長い期間事業活動を継続した後、メーカーであれば輸出や
技術供与の期間を経た後、直接投資によって現地生産が開始され、その後R&D 
も展開されるというのがオーソドックスな事業展開のプロセスであった。これま
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で創業と同時にあるいは遅くとも2～3年後に海外事業を展開するようなベン
チャービジネスの国際化は例外であり、一般的な企業国際化プロセスあるいは海
外市場参入の時間軸としては考察の域を超えるものであった。
　さらに、国内での事業展開が中心となると考えられている中小企業あるいはそ
の研究においては、これまでこのような事例は取り上げられておらず、特例とし
て考えられていた。しかし、ボーングローバル企業の事業規模から考えると、ほ
とんどが創業時は、小規模な組織である。当然、海外進出時も企業規模は小さい
ままである。
　以上のことから、ボーングローバル企業を論じるにあたって、これまでの企業
の国際化や中小企業経営論とは異なる視点で論じる必要があると考えることがで
きる。
３．ボーングローバル企業研究～伝統的国際化理論への疑問
　Hedlund & Kverneland（1985）１０は、調査結果から企業は漸次的に国際化をゆっ
くりと進めていくという伝統的な国際ビジネスへの見解に疑問を投げかけた。彼
らは、国際ビジネスの複雑性を管理する企業の行動力を改善するだけでなく、こ
れまでとは違った環境条件（例えばICTの進化による情報流や物流システムの変
化）を説明するには、国際化の伝統的理論は、修正する必要があるとしている。ま
た、早急な学習や早期の市場参入のメリットについて、グローバル市場参入に注
意深く時間をかけることへのリスクの低減などの優位性と比較し、検討すべきで
あることを提示している。
　また、Ganitsky（1989）１１は、イスラエルで創業後すぐに海外市場に進出した企
業（生まれながらの輸出企業）について調査し、伝統的な国際ビジネスを展開し
ている企業との比較を試みた。彼の調査によれば、この2種類のタイプの企業で
は、評価プロセス、輸出で参入する理由、リスク因子、経営上の姿勢が異なって
いることが明らかにされた。創業後すぐに海外市場に進出した企業は、弾力的な
経営姿勢や実践を通じて、次々に起こる国際化の課題を乗り越えていくことが明
らかになったのである。さらに、Ganitsky（1989）は、ボーングローバル企業を
4つの競争的姿勢に分類１２している。創業後すぐに海外市場に進出した企業、すな
わちボーングローバル企業は、事業規模からも推測されるように、限られた資源
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と経験のためにその成功が妨げられる可能性もある。その中でも成功の確率が高
い企業は、個々の外国市場の状況に合わせ、彼らのアプローチを弾力的に修正す
る能力を持つ企業であることも提示している。
　その一方で、McDougal（1989）１３は、「国際的起業家精神」についての検討を
行っている。McDougalは、1980年代から、早期国際化についての検討を行って
きたが、創業時から国際ビジネスに携わる企業の出現と「国際起業家精神」を関
連付けて定義した。その中で、ボーングローバル型の企業の戦略や産業構造の特
徴は、国内のベンチャー企業のそれとは実質的に異なっていることを明らかにし
た。
　McDougalの調査によれば、国際的なスタートアップ企業（すなわちボーング
ローバル型企業）は、攻撃的な海外市場参入を強調しており、その経営者たちは、
創業時から事業ドメインを国際領域とみていることが明らかになった。これらの
企業は、多くの流通チャネルを開発し、コントロールし、様々に細分化した市場
の多くの顧客にサービスを提供し、さらには、高度な市場あるいは製品認知度を
開拓することによって、幅広い戦略を追及していた。
　前章でも述べたが、このような生まれながらにして国際化を行う企業のことを
説明するために、「ボーングローバル」という用語を紹介したのは、マッキンゼー
の社内報であり、それを研究に使用したのは、Rennie(1993)１４である。このあたり
から、ボーングローバル企業という用語が盛んに使われるようになり、その研究
も盛んにおこなわれるようになっていった。
　McDougalとOviatt（1994）１５は、多国籍企業論や国際ビジネス論を起業家精神
の研究の展開と統合することによって、早期国際化企業の説明の枠組みを説明し
ようとした。彼らによれば、多くのより小さな国際的な企業が、ユニークな資源、
特に知識についてコントロールすることで成功していることを指摘している。そ
して、McDougal，Oviatt，Shane（1994）は、前述の研究から関連付け、一般的
に受け入れられている5つの理論１６を使用し、ボーングローバル企業と比較したと
ころ、いくつかの側面において既存の国際ビジネス論では十分に説明できないこ
とを提示している。
　また、Knight and Cavusgil(1996)１７は、ボーングローバル企業の早期国際化研究
についての検証を行っている。その結果、ボーングローバル現象は、企業の国際
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化に関する伝統的な理論（前掲のウプサラモデルなど）に挑戦状を突き付けるも
のであるという結論に達した。
　ボーングローバル企業は、一般的に規模が零細なベンチャー企業もしくは中小
企業であり、経営資源の希少な企業である。そのような企業でも創業後間もなく
国際事業活動を開始できるとはウプサラモデルでは明示されていない。しかも、
ボーングローバル企業は国際化の進展速度が速いとされているが、そうした早期
国際化がなぜ可能になるのだろうか。また、十分な経営資源を持たない零細企業
が国際市場でどうして大規模多国籍企業に対等に競争できるのか。伝統的な大規
模多国籍企業の国際化プロセスが漸進的・段階的であるのに対してボーングロー
バル企業のそれは必ずしも同じではなく時には国際化の発展段階のいくつかを飛
び越えて進展するジャンピング状態もある。
　その理由として、企業をとり巻く現代の環境がボーングローバル企業の出現す
る前の時代の環境と大きく変わったことである。具体的には、外部環境要因であ
るグローバル化の進展、世界市場経済の統合、ナレッジ・エコノミーの展開、情
報通信技術（ICT）の発展、インターネットの登場と発展、途上国の市場化や技
術力の向上などである。また、ボーングローバル企業は、ニッチ市場を狙ってい
ることやネットワークによって国内だけでなく国外企業とのアライアンスを多用
することも理由として考えられる。
　しかしながら、それらの外部環境要因は大規模多国籍企業にも同様な影響を与
えており、ボーングローバル企業のみの国際化を容易にする必要条件（背景）の
可能性はあるが、多国籍企業（大企業）の国際化との違いを説明する要因とは言
い切れない。
　そこで、もう1つ考えられるのが、ボーングローバル企業それ自体の内部環境要
因、すなわち、希少な経営資源の有効活用や国際的起業家精神（志向）の台頭な
どである。
４．ボーングローバル企業経営者の国際的起業家精神とマーケティング戦略
　藤澤（2005）１８は、このような、ボーングローバル企業の早期国際化の要因とし
て、創業者すなわち、起業家に備わったグローバルビジネスに挑む個人属性の関
係性を提示している。そして、その属性について8つの要素をあげている。具体
116 函　館　大　学　論　究　第50輯　第１号
的には、以下の通りである。
　①　ビジネススクールで高度なビジネスの知識を有し、そこで得た人的ネット
ワークを仕事に生かせる
　②　工科大学院やハイテク企業で高度な技術を習得し、共同研究仲間を得やす
い
　③　多国籍企業での勤務経験または起業家としての実績を有し、以前の勤務先
や取引先と良好な個人的関係を保っている
　④　年齢が比較的若い
　⑤　情報技術を駆使する
　⑥　語学力と国際性に富む
　⑦　事業リスクに寛大で、リスク・テーカーに近い
　⑧　ベンチャーのスピンオフやほかのベンチャーとの融合を好む
　Knight（2000）１９は、グローバル化により影響を受ける小規模国際企業間におけ
る、起業家精神志向、マーケティング戦略、企業業績の3つの相互関連性を調査し
た。その結果、起業家精神志向が国際的業績を向上させる特別なタイプのマーケ
ティング戦略の開発と結びつくことが明らかになった。この研究によれば、グ
ローバル化に強い影響を受けるボーングローバル企業は、有益な技術の獲得、国
際化への対応、海外市場への参入準備に最も力を入れていることも明らかになっ
ている。
　Eremad（2004）２０は、若い起業家精神を有する企業の国際化と外国市場での成
功に影響を与える理論とその主要因について検討している。最も重要な要因は企
業活動における起業家の直接的影響力、特に経営者の経験および国際化志向であ
るとした。そのうえで、国際化を推進するほかの内部要因について、事業活動の
経済性、競合企業の特性、R&Dと革新の経済性、企業の国際事業活動の戦略的論
理性などをあげている。
　McDougal and Oviatt（2000）２１は、国際的起業家精神について、「国境を越え
た革新的行動、積極的行動、そしてリスクを恐れない行動の組み合わせであり、
組織内で価値の創造を目指すもの」と定義している。さらに、2005 年に彼らは、
この定義を、「将来の財やサービスを創造するための、国境を越えた機会の発見、
獲得、評価、活用」として更新している。
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　また、Zahra and George（2002）２２は、「競争優位性の追求において、企業の国
内市場の外に存在する機会を創造的に発見し利用するプロセス」と定義している。
このように、依然として国際的起業家精神の定義についての合意は難しさを残し
ている。
　Luostarinen & Gabrielsson（2006）２３は、ボーングローバル企業の若い経営者た
ちがしばしば前進主義で恐れを知らないとしている。彼らは、典型的な独立起業
家であり、従業員には若くて学歴のある人々（時にはビジネス経験の浅い個人）
を雇用している。ボーングローバル企業の創業者たちは、技術または研究に強い
バックグラウンドを持った人が多く、中には以前に企業規模縮小によるリストラ
を経験した者もいる。内部資源に加えて、R&D、マーケティング、生産における
外部パートナーとの協働はボーングローバル企業における資源不足を補完してい
ることも明らかにしている。
　Servais,Zucchela and Palamara（2006）２４は、起業家精神的活動として、国際調
達に焦点を当て、既存企業であろうと、新しいベンチャーであろうと、小規模企
業の国際化プロセスにおいて、それが重要な要因であることが多いことを明らか
にした。さらに、若い経営者たちが、典型的には希少な財務や経営資源を特徴と
するこれらの企業が、どのようにして国際的なバリューチェーンを成功に導くこ
とが可能なのかについて調査している。
　創業者の性格や創業に先立つ所資源を含め、企業の起源は、リスクをとること
や外国市場への積極的な参入や、国際化の期間に組織の業績を決定する他の要素
について、経営者の性格に強い影響を与える可能性がある。そして、彼らの国際
経験が、早期国際化をもたらす可能性も多くの研究者は提示している。
　起業家精神は、ビジネスの機会の追求を中核とする考え方である。そのアプ
ローチはさまざまある。Schumpeter（1912）２５は、技術革新を通じて創造的破壊
の先頭に立つ革新者を起業家としてとらえた。また、起業家の要件として、新製
品の開発、新しい生産方式の導入、新しい市場の開拓、新しい原料や部品の供給、
新しい組織の形成、労働生産性の向上という6つの要素を備えていなければなら
ないと主張した。　また、Schumpeterの主張に見解を加えたのはCole（1959）２６で
ある。彼は、新たな結合を実行する革新性に加え、利益志向のビジネスを展開す
るために管理が必要であることを指摘している。そして、Stevenson and Jarilo 
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（1990）２７は、新しい機会を逃さず、積極的に実現していくという戦略的な側面か
ら起業家精神を定義している。
　このように多様な定義をもつ起業家精神であるが、Yoon and Jeon（2015）２８は、
「起業家精神とは、急速に変化するビジネス環境の変化の中で、現在有している資
源や実績にとどまることなく、革新性や実効性、リスクを乗り越えようとする意
欲を持ちながら、新たな価値と機械を獲得するために絶えず挑戦する精神」とし
てまとめている。
　前述のように、ボーングローバル企業が出現した背景をみると、今日のグロー
バル化の進行、ICTの進展（特にインターネットの急速な発展）、国際ネットワー
クの発展などの要因が大きく関わっていることはすでに実証されている。しかし、
これらの要因に勝るとも劣らないほどに重要な要因として、豊富な国際的経験と
知識を持ち起業家精神の旺盛な多数の起業家の出現をあげることができる。すな
わち国士的な起業家精神を持つ起業家である。
　デンマークのボーングローバル企業を調査したHoltbrugge and, Birgit（2009）２９
は、「企業の創業者あるいはトップ・マネジメントチームの国際性（国際的経験、
外国語能力、家族のバックグラウンド、年齢）が高ければ高いほど、ボーングロー
バル現象の出現可能性が高い」としている。こうした国際的起業家精神を有する
起業家の出現が検証されたことによって、大規模多国籍企業だけでなくベン
チャービジネスや中小企業としてのボーングローバル企業にも国際ビジネスへの
道が開かれたといえるのである。
　以上のように、国際的起業家精神は一連の多方面に渡る研究を出現させてきた。
Zahra & George（2002）３０は、国際的起業家精神の研究を2 つの主要な流れに区分
している。１つは、起業家に率いられた若いベンチャーが演じる国際的に増大し
つつある役割の研究であり、他方は既に名声が確立している企業の国際的な起業
家活動の研究である。
　前者の流れはボーングローバル企業の起業家活動を強調するものであり、後者
は、十分に確立されている企業の国際活動における起業家志向を解明するもので
ある。後者には国際市場における「国際イントラプレナーシップ（international 
 intrapreneurship）」あるいは「コーポレート・アントレプレナーシップ（corporate 
entrepreneurship）」といった名称が与えられている。伝統的な大規模多国籍企業
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においても積極的に国際的な機会を追求するための適切な組織文化、組織的態度
および戦略を創造することによって国際的起業家精神を発揮することができるこ
とも併せて提示している。
　国際的な起業家行動は社歴の浅い企業にも古い企業にも起こり、小規模企業に
も大規模企業にも同じように起こりうることも考えることができる。既述のよう
に大規模な名声が確立された企業で起こる起業家行動は「コーポレート・アント
レプレナーシップ」といわれることが多かった。しかし、国際的な起業家行動は
個人レベルだけでなく、グループ、組織の各レベルでも生じる可能性が
McDougul and Oviatt（2000）３１によって指摘されている。
　Jones and Covielo（2005）３２は、起業家精神と国際ビジネス双方の領域の文献の
共通点についての深い理解に基づいて、国際的起業家精神の方向性を統合するた
めの議論が展開されている。ボーングローバル企業の早期国際化についての研究
は、起業家精神の分野から導入された概念やアイディアによって進展を遂げてい
る。
　さらに、Jones and Covielo（2005）３３は、起業家精神と国際化を行動プロセス
とみており、プロセス局面（時間と行動）と構成要素（起業家、当該企業、外的
環境および組織の業績）からなる起業家精神に富む国際化の一般モデルを開発し
ている。特に、時間はボーングローバル企業の研究において重要な局面といえる。
５．中小企業国際化との関連性
　これまで国際的起業家精神の枠組みの中で、ボーングローバル企業の早期な国
際化と優れた業績をもたらす特性についてさまざまな研究がなされてきた。その
うち最も顕著な特性の1つは、ボーングローバル企業が国際化において強力な起
業家志向を発揮する傾向があるということである。特に、これらの企業は海外で
比較的攻めの姿勢をとる経営者によって創業され、国際的な機会の積極的な探
査・追求を支援する組織文化を有する傾向がある。
　こうした傾向は、その企業が競争的・戦略的な目標を達成するのに、革新的、
積極的でリスクを恐れない行動をとることに反映されている。革新的側面では、
企業が直面する課題に創造的・革新的解決法を通じて探求していることいえる。
その一方で、積極的側面は、企業目標の追求のために競合企業に対して攻めの姿
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勢を採ることと関連付けられる。
　ボーングローバル企業は海外市場において、創業時から積極的に新しい機会の
追求を行う。例えば、それは市場参入においても慣例にとらわれない方法で行う
ことをも意味している。起業家志向のリスクを恐れない側面には、失敗すれば多
大の出費となるが、大きなチャンスも得られるプロジェクトの計画や実行を含ん
でいる。未知の領域の事業には大きなリスクが伴うものだが、そのリスクに対し
て積極的に立ち向かっていくのもボーングローバル企業の特徴であるといえる。
　ボーングローバル企業経営者たちに顕著にみられる起業家志向は、どんな企業
にも適用可能である。戦略的革新に役立つところの基本的姿勢であり、起業家精
神と戦略的活動の間、さらには起業家精神と企業業績の間に正の相関があるとい
うことも実証されている。革新的、積極的でリスクを恐れない姿勢は、資源が限
られているボーングローバル企業にとって必要である。複雑で急速に変化してい
るビジネス環境にあっては、経営者が起業家志向を持つことで周到な戦略策定に
よる対応が可能になるといえる。環境の激変、起業家精神、企業の積極的な戦略
的活動の間には正の相関関係があるということも実証されている３４。近年のよう
な環境激変の時代には、経験豊富な経営者たちが、高度なレベルの起業家精神を
自身の企業の製品を市場に投入することに賛同することや、革新的な戦略的活動
を行うことによってこのような環境の変化に対応していくことも推測できる。
　マーケティングの視点で考えると、環境が一層不確実になるにつれて、多くの
企業はよりマーケットインの志向となる。さらに、競争が厳しい環境になれば、
多くの経営者は競合企業の活動を出し抜いたり、スピード感をもって市場に反応
していくことに神経を集中するようになる。そして、市場が何を求めているかま
た、潜在的なニーズは何かを探ろうとする。企業は市場に対応するために、多様
性を必要とし、それは、起業家的活動を意味している。起業家的企業の経営では
業績の維持や改善のために戦略や戦術的作戦行動を策定し実施することに他企業
よりも力を入れる傾向がある。起業家的志向を持つ企業では、既存のビジネスの
拡大や自社開発を通じた多様化が、それを通じて積極的な機会の追及や問題解決
が十分に行なわれるための手段となっていく。起業家的活動は企業能力の限界を
乗り越えて競合企業に打ち勝つ手段を提供する可能性であるとも考えられ、起業
家は継続的に新しい機会や問題を探索し、それらを扱う改善プロジェクトを率先
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して実施していくのである。
　Knight（2001）３５は、国際的起業家志向は、戦略レベルで国際化のための準備、
戦略的コンピタンス、および、国際化の途上にある企業にとって、起業家志向は
国際的な機会を追求するのに強力な経営ビジョンや積極的姿勢を持つことを意味
するとしている。彼は、国際的SME（中小企業） が起業家志向により期待される
成果を上げるための概念モデルを提示している。
　若い企業には普通失敗を受け入れる余地があり、攻めの姿勢は特に新市場で生
き残り成功するには重要である。若い企業はあまり外国市場では知られていない。
それらは「新参者の不利益」を経験する。そのため、ステークホルダーに対して
正当性を確保する手段を講じる必要がある。起業家的姿勢は当該企業が海外での
業績を向上させる戦略的主導権を形成し、実現する上で役立つ可能性がある。
６．おわりに
　起業家的志向は個性的な起業家能力や展望を有する可能性も指摘されており、
企業を国際市場において躍進させる可能性がある。いくつかのベンチャー企業で
は、この起業家志向が強力なマーケティング・スキルである他の資源などと結合
し、海外市場で機会を発見し、それを活用することが可能になっている。リスク
に拘束されていると成果はなかなか見いだせないが、海外という新たな市場環境
に挑戦する起業家志向は国際的なビジネスの成功を増大させる可能性を拡大する
傾向がある。従って、国際的な起業家精神の分析は、ボーングローバル企業にお
ける国際マーケティング戦略の開発や策定において大いに役立つことになる。
　そのうえで、我が国の中小企業の可能性の研究を進めていくことは、資源に恵
まれていない小規模企業の可能性を拡大していくために必要であると考える。そ
して、それは、海外市場へのビジネスの拡大には、大きな不確実性と困難がつき
ものであり、リスクが多く潜在的なコストのかかる環境下で、パイオニアとして
の努力を払うことが必要になり、そのうえで、パイオニアとしての優位性を享受
するからである。
　以上のことから、国際的起業家志向はボーングローバル企業にとって重要であ
るだけでなく、国際化を目指す中小規模企業にとっても重要であるといえる。そ
れは国際的起業家志向が国際的成功をもたらす卓越した先端技術によってつくら
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れる高品質の製品が開発されるよう企業を導いていくからである。
　国際的起業家志向はどのような企業にも便益をもたらすことになる。ボーング
ローバル企業は、国際的な市場探求、革新性、積極性、そしてリスクを恐れない
こと、といった特性が組織文化と結びついている状態であり、国際化を目指す中
小規模企業の目指す方向を考えるきっかけとなると確信している。
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